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２０１４年３月末に国立天文台を退職し、４月から中国科学院上海天文台に勤務しています。上海天

文台で勤務して６ケ月の間に筆者が知り得た中国の電波天文分野の活動状況を報告します。とくに、現

在中国で活発に建設されている大型電波望遠鏡の現状と、日本や韓国の望遠鏡を結んだ東アジアVLBIの

状況を中心にお伝えします。 

 

１．中国科学院上海天文台 

 中国科学院における電波天文学研究は主として４つの研究機関で行われています。北京国家天文台、

上海天文台、新疆天文台、雲南天文台の４つの天文台がそれぞれ大型の観測施設を有しており、４天文

台が協力して中国VLBI観測網（CVN）を構成しています。上海天文台には１９８６年に建設された２５

ｍ電波望遠鏡と２０１３年から稼働を開始した６５ｍ電波望遠鏡があり、中国の月探査計画やVLBI観測

に活躍しています（図１）。両アンテナとも上海郊外の余山地区に設置されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 中国科学院上海天文台の電波望遠鏡 （左が２５ｍ鏡で右が６５ｍ鏡） 

 

 ６５ｍ鏡は２０１３年からS/X帯（２GHｚと８GHｚ帯）とC帯で観測を開始していますが、より高い周

波数のKu/Ka帯（１２－１８GHｚ、２６－４０GHｚ帯）やK帯（１８－２６GHｚ）で高い開口効率が得ら

れるように主鏡下面に取り付けられた１１０４個のアクチュエータが鏡面を支え、重力による変形を補

正する機能を持っています。この補正を行うためには鏡面の変形量を求める必要があり、ホログラフィ

法による鏡面計測が行われています。静止衛星からの信号を利用して仰角５２度で計測したホログラフ

ィ鏡面計測結果を図２に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 仰角５２度における鏡面計測結果 



 鏡面計測の結果、精度はRMSで０．３２ｍｍが得られ、４０GHｚ帯での観測に十分使用できることが

分かりました。今後は、水メーザ天体を基準信号とし、様々な仰角での重力変形を計測することになっ

ています。 

 

２．中国科学院新疆天文台 

 中国科学院新疆天文台では南山観測局に２５ｍ電波望遠鏡を運用し、中国の月探査計画に参加すると

ともに、欧州や東アジアでのVLBI観測を行っています。この望遠鏡は現在改修中で、直径２６ｍへ主鏡

を大型化するとともに、受信系も最新のものに交換されることになっています（図３）。現在の観測周

波数帯はS/X帯のほか、２２GHｚ帯でも観測可能で、上海余山２５ｍ観測局との間でVLBI観測を実施す

るほか、東アジアVLBI観測にも参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 中国科学院新疆天文台南山観測局２５ｍ電波望遠鏡（図右側に示す改修が行われています） 

 

 新疆天文台は１１０ｍ電波望遠鏡の建設計画を進めており、建設候補地は奇台市の郊外の山岳地区で、

波長１ｍから３ｍｍまでの広い電波周波数帯を６台の受信機でカバーするほか、他周波同時受信系やマ

ルチビーム受信系も搭載される野心的な計画です。２０２０年の完成を目指して準備を進めています

（図４）。完成すれば、米国のグリーバンク１００ｍやドイツのボン１００ｍに並ぶ世界最大の電波望

遠鏡になります。主鏡面には鏡面補正システムの搭載が考えられており、上海６５ｍ鏡の研究成果が生

かされることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 新疆天文台奇台１１０ｍ電波望遠鏡の完成予想図 

 



３．中国科学院雲南天文台 

 中国科学院雲南天文台は昆明市の郊外に直径４０ｍの電波望遠鏡を建設し（図５）、中国の月探査計

画に参加するほかVLBI観測も行っています。２００６年にファーストライトを、２００９年にＶＬＢＩ

による初フリンジの取得に成功しています。 

 
 

図５ 雲南天文台昆明４０ｍ電波望遠鏡 

 

 主鏡内側の直径２６ｍ部分はアルミ板で構成され０．２６ｍｍの鏡面精度を持ち、高い周波数帯でも

運用可能になっています。外側の部分の鏡面精度は３ｍｍで、現在は主としてＳ／Ｘ帯での観測を行っ

ています。 

 

４．中国科学院北京国家天文台 

 北京国家天文台は密雲（ミユン）観測局にある直径５０ｍの電波望遠鏡（図６）を２００５年に建設

し運用しており、中国の月探査計画にも参加しています。 

 

 
 

図６ 北京国家天文台密雲５０ｍ電波望遠鏡 

 

 この望遠鏡の主鏡内側直径２６ｍ部分がアルミ板になっており、最も高い周波数帯の８ＧＨｚ帯にお

いて等価直径３０ｍになっています。Ｌ帯でパルサーの観測などにも利用されています。 

 北京国家天文台では米国のアレシボ望遠鏡よりも大きな直径５００ｍの電波望遠鏡を貴州省貴陽市

に建設中です（ＦＡＳＴ計画、図７） 

 



 
 

図７ 北京国家天文台が建設中の５００ｍ電波望遠鏡完成予想図 

 

 この望遠鏡は、有効開口径３００ｍ、可視天頂角４０度、観測周波数７０ＭＨｚ－３ＧＨｚの主鏡固

定型の大開口径望遠鏡で、現在オーストラリア、南アフリカが国際協力で計画を進めているＳＫＡの第

１期建設計画（低周波数、１０％集光面積）で完成される集光力とほぼ同程度の集光力を持ちます。図

８に建設中の様子（２０１４年４月に情報入手）を示します。 

 

 
 

図８ 建設中のＦＡＳＴ望遠鏡 

 

５．おわりに（東アジアＶＬＢＩ観測網の実現に向けて） 

 現在中国では大型電波望遠鏡を中国各地に建設しており、すでに定常運用を行っている日本のＶＥＲ

Ａ望遠鏡、大学連携望遠鏡、韓国のＫＶＮ望遠鏡を結合して東アジアＶＬＢＩ観測を行う機運が高まっ

てきています。各望遠鏡を合成することで、局数１６局以上、開口面積２０，０００平米、基線長６０

００ｋｍの世界最大のＶＬＢＩ観測網が実現されることになります。これは、現在稼働している米国の

ＶＬＢＡに対し、局数で１．６倍、開口面積で４倍のネットワークになります。筆者は微力ながら、こ

の夢の実現に向けて少しでも貢献したいと考えております。今後ともご協力をお願いいたします。 


